
　中学生軟式野球の三重選抜（U － 15MIE SELECT）の一
員として、第 20 回全国中学生都道府県対抗野球大会で３位
入賞に大きく貢献した、矢渕中学校３年生の榎
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11 月 16 日、町役場を訪れ、西
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教育長に大会の結果を報
告しました。
　榎本選手は、レギュラー捕手としてスタメン出場し、攻守
にわたってチームをけん引しました。
　榎本選手は全国大会を振り返り、「レ
ベルの高い選手が集まり一緒にプレーで
きたことはとても貴重な経験になりまし
た。次は高校野球で甲子園に出場するこ
とが目標です」と話していました。

榎本選手（中央左）

中学生軟式野球、三重選抜の一員

榎 本選手が全国３位を報告

　紀南地域救急医療対策協議会による救護班訓練が、11 月
12 日、鵜殿小学校体育館で実施されました。同協議会は、
熊野市、御浜町、紀宝町、紀南医師会、紀南病院、消防・警
察などの関係機関で組織し、研修会や講演会、救護班訓練を
開催しています。
　今回は、南海トラフ大地震に備えるため、「避難所での健
康に対する活動」をテーマに掲げ、大地震発生３日後の避難
所を想定した訓練が行われました。
　５、６名で巡回チームを組み、「財布がなくなった」「常備
薬を持ってきていない」などを避難者から聞き取りし、各チ
ームで情報を共有し、優先順位を付けて対応していました。
　参加者たちは、訓練をとおして、避難所の健康問題などを
解決する方法を学んでいました。

避 難所での健康被害を抑えるために
発災３日後の避難所を想定した救護班訓練

避難者から聞き取りを行う様子

　平成 31 年度に事業化された一般国道 42 号紀宝熊野道路
の説明会が 11 月 22 日に井田小学校体育館で、11 月 24
日に神内小学校体育館でそれぞれ開催されました。
　紀宝熊野道路は、熊野市から紀宝町までを結ぶ、延長
15. ６キロの自動車専用道路です。
　計画説明会では、事業主体である国土交通省紀勢国道事
務所紀勢線推進室から事業概要や道路整備の効果、計画ル
ート、今後の予定などが説明され
ました。
　今後は、計画ルートに基づき現
地測量や幅杭の設置などを実施し
ていく予定です。

　 42 号紀宝熊野道路の説明会を開催
事業概要や整備効果、計画ルートなどを説明

熱心に説明を聞く住民のみなさん

一般
国道

　第 74 回人権週間にともなう街頭啓発活動が 12 月 8 日、
鵜殿にある主婦の店パシフィックマーケットで行われ、人
権広報大使で町公式キャラクター「カメレンジャー」と、町
人権擁護委員、津地方法務局熊野支局、三重県職員などが来
店者に啓発物品を配布し、啓発を行いました。
　来店した子どもたちは、よろこんだ表情を見せながら、カ
メレンジャーに駆け寄り、啓発物品を受け取っていました。
　また、町では例年、保育所での人権人形 
劇などによる啓発活動を行っていましたが、
新型コロナウイルス感染症予防の観点から、
今年は広報車で町内を巡回しながら町内の
中学校などに啓発物品を配布しました。

カメレンジャーとふれ合う来店者

人権広報大使の「カメレンジャー」も一緒に啓発活動

人 権週間にともない街頭啓発を実施
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01. ママといっしょにアンパ
ンチ。02. かけっこの様子。

　町子育て支援センターと町ママサークル「さくらんぼ」
は 11 月 24 日、はぐくみの森で未就学児を対象としたミニ
運動会を開催しました。
　運動会をはじめる前に、11 月に誕生日を迎える子どもを
みんなでお祝いし、準備体操を行った後、かけっこや玉入
れに一生懸命取り組んでいました。
　また、子どもたちは帽子とマントを身
にまといアンパンマンに変身し、「ママと
いっしょにアンパンチ」やお菓子ひきな
どに挑戦し、保護者の方と一緒にイベン
トを楽しみながら、夢中になって体を動
かしていました。

子 育て支援センターでミニ運動会を開催
親子で協力

　紀南シーサイドヴェロフェスタ実行委員会は 11 月 27 日、
紀南シーサイドヴェロフェスタ 2022 を熊野市から新宮市ま
での地域で実施しました。
　これは自転車愛好者の裾野を広げ、参加者同士の交流を深
め健康で安全な地域社会づくりを推進することを目的に開催
され、御浜町中央公民館を出発し、熊野市から新宮市までに
設置された全 10 か所のチェックポイントを自由なルートで
巡るというものです。
　また、チェックポイントでは地域の特産品を活かした食べ
物などが提供されました。紀宝町内では４つのチェックポイ
ントが設置され、そのうちの一つウミガメ公園では、マイヤ
ーレモンスカッシュやかめっこなどが提供され、訪れた参加
者たちはおいしそうに食べ、エネルギーを補充していました。

自 転車で熊野地域を巡る
紀南シーサイドヴェロフェスタを開催

ウミガメ公園に到着した参加者
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